計量史研究投稿規定　　　2006年8月5日改定
１．投稿資格　　日本計量史学会員は日本計量史学会誌計量史研究に投稿することができる。会員でないものは、会員と連名の場合に限り投稿することができる。ただし、研究論文の場合、筆頭者は会員でなければならない。また、編集部会長は、必要と認めた場合、会員でない者に、投稿を委嘱することができる。
投稿する研究論文の内容は未発表のものであり、且つ科学的な実証を用意しているものでなければならない。その他の記事においては、その内容は未発表のものであることが望ましい。

２．投稿原稿送付先　　日本計量史学会事務局宛て、｢計量史研究投稿｣と表記して送付する。学会事務局到着の日を、受付日とする。これを編集事務局は投稿者に通知する。

３．記事の種別　　
（１）記事の種別は、研究論文、研究ノート、総説、解説、資料、随想、消息、書評、紹介、文献目録の10種とする。
（２）投稿者は、投稿の際に種別を指定することができる。会誌に掲載するに当たり、編集部会長は、投稿者及び校閲者の意向を尊重しつつ、種別を決定する。

４．投稿原稿の校閲
（１）研究論文、総説等の校閲は、会長が委嘱した校閲委員2名以上で行う。また、解説、資料等に関しては、編集部会長の判断により、担当する校閲委員数を決めることができる。
（２）校閲委員に送られた原稿の校閲は可急的速やかに実施するものとし、校閲票に所定の事項を記入し、必要な意見を添えて、編集部会長に返送する。
（３）校閲委員に送られてきた原稿が、専門以外の内容と認められる場合は直ちに、｢他の校閲者へ｣と記し、編集事務局へ返送する。
５．投稿原稿の採否　　
（１）投稿原稿の採否は、校閲委員の所見に基づき、編集部会長が決定する。
（２）校閲者の意見により、執筆者は原稿に対し必要な改変等を行うことができる。その手順を経た後に、校閲委員の意見を考慮し、編集部会長が採否を決定する。
（３）論文校閲委員の意見が、可と否に分かれた場合、更に別の校閲委員の意見を問い、編集部会長が校閲委員の意見を基に多数決を勘案して、採否を決定する。
６．校正　　執筆者による校正は１回とする。

７．掲載された原稿等の処置　　原則として、掲載された記事の原稿等は返却しない。

８．掲載号の贈呈と抜刷の処理　　執筆者には本誌当該号を2部、連名者に１部づつ、及び抜刷（表紙なし）20部を贈呈する。更に抜刷の希望がある場合には、原稿送付時、又は執筆者校正の際に、50部単位で申し込みを行い、抜刷受領後、料金を支払う。抜刷料金は編集部会にて決める。
９．著作権　　本誌に掲載された記事の著作権は本会に帰属する。ただし本会の許諾があれば他へ転載することができる。

付則１　2001年12月15日一部（掲載号の贈呈と抜刷の処理等）改定
付則2　この規定は2006年8月1日より実施する。
